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内部事務のセンター化（集約処理）

百日紅

日

土

月
火
水
木
金

5

11

6
7
8
9
10

19

25

20
21
22
23
24

・
・

日

土

月
火
水
木
金

・

4

・
・
1
2
3

12

18

13
14
15
16
17

26

・

27
28
29
30

・

・
・
・
・
・

9月の税務と労務9月 （長月）SEPTEMBER
20日・敬老の日
23日・秋分の日 国　税／ 8月分源泉所得税の納付 

 9月10日
国　税／ 7月決算法人の確定申告（法

人税・消費税等） 9月30日

国　税／ 1月決算法人の中間申告 
 9月30日

国　税／ 10月、1月、4月決算法人の消
費税等の中間申告（年3回の
場合） 9月30日

　一部の税務署を対象に申告書等の入力や審査、還付金の返還手
続、行政指導事務等の内部事務を国税局等に設置したセンターで
集約して処理する取組み。なお、センター化に伴い今年７月以降、
対象となる税務署管内の納税者が申告書等を書類で郵送する際の
送付先は担当するセンターとなるので注意が必要です。
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9 月号─2

　
最
近
テ
レ
ビ
な
ど
で
な
ん
と
な
く

耳
に
す
る「
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
」を
ご
存

じ
で
す
か
。

　
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
単
発
の
仕
事
を
引
き

受
け
る
〝
自
営
の
働
き
手
〞
の
こ
と

で
す
。
ギ
グ
と
い
う
言
葉
は
、
音
楽

用
語
の
「
g
i
g
（
ギ
グ
）」
に
由
来

し
ま
す
。
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
で
短

い
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
ク
ラ
ブ
で
一
度
限

り
の
演
奏
の
こ
と
を
指
し
た
英
語
の

ス
ラ
ン
グ
で
、「
一
度
限
り
の
仕
事

を
請
け
負
う
労
働
者
」
と
い
う
意
味

か
ら「
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
」と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
代
表
的
な
例
と
し
て
、「
ウ
ー
バ

ー
イ
ー
ツ
」
の
配
達
員
を
見
て
い
き

ま
す
。

　
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
飲
食
店
が
登
録
し
て
お
り
、
顧
客

が
必
要
な
時
に
食
事
を
配
達
し
て
く

れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
通
常
、
飲
食
店
の
配
達
サ
ー
ビ
ス

で
あ
れ
ば
、
事
業
者
が
雇
用
し
て
い

る
人
員
を
使
っ
て
配
達
す
る
も
の
で

す
が
、
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
の
場
合
、

配
達
員
を
直
接
雇
用
す
る
の
で
は
な

く
、
一
回
の
配
達
ご
と
に
報
酬
が
発

生
す
る
外
注
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
者
は
、
配
達
員
を
ア
ル
バ
イ
ト

と
し
て
雇
う
場
合
、
配
達
す
る
も
の

が
な
く
て
も
時
給
と
し
て
給
与
を
支

払
う
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
ギ
グ

ワ
ー
カ
ー
に
依
頼
す
れ
ば
そ
の
必
要

は
な
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
側

か
ら
み
て
も
、
シ
フ
ト
が
決
め
ら
れ

て
い
な
い
の
で
、
好
き
な
時
に
好
き

な
だ
け
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
自
由

度
が
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

１
　
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

⑴
　
柔
軟
な
働
き
方

　
時
間
の
拘
束
が
な
く
、
柔
軟
な
働

き
方
が
で
き
る
の
が
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
で
す
。
自
分
の
ス
キ
ル
や
都
合
に

合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
自
分

で
選
択
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

⑵
　
副
業
収
入
が
増
え
る

　
副
業
を
認
め
る
企
業
が
増
え
て
い

る
中
、
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
は
本
業
が
あ

る
人
で
も
短
時
間
の
空
き
時
間
を
活

用
し
て
仕
事
が
で
き
る
の
で
、
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
の
収
入
が
期
待
で
き
ま

す
。

⑶
　
育
児
や
介
護
と
両
立
し
や
す
い

　
ま
と
ま
っ
た
時
間
が
な
く
正
社
員

を
あ
き
ら
め
て
い
る
人
で
も
働
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
自
分
で
働
く
時
間

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
育
児

や
介
護
と
の
両
立
が
可
能
で
す
。

２
　
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
デ
メ
リ
ッ
ト

⑴
　
賃
金
が
安
い

　
海
外
で
は
年
収
一
、〇
〇
〇
万
円

を
超
え
る
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
も
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
一
握
り
で
、
総

じ
て
賃
金
が
安
い
の
が
実
情
で
す
。

特
定
の
企
業
に
属
し
て
い
な
い
た
め

昇
給
や
ボ
ー
ナ
ス
も
見
込
め
ま
せ
ん
。

⑵
　
収
入
が
不
安
定

　
好
き
な
時
に
仕
事
が
あ
る
と
は
限

ら
ず
、
固
定
給
も
社
会
保
障
も
あ
り

ま
せ
ん
。
仕
事
が
な
け
れ
ば
当
然
収

入
も
な
く
、
病
気
や
怪
我
を
し
て
働

け
な
い
状
態
で
あ
っ
て
も
収
入
が
見

込
め
ず
不
安
定
で
す
。

⑶
　
す
べ
て
自
己
責
任

　
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど

何
ら
か
の
問
題
が
発
生
し
た
と
し
て

も
自
分
で
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
何
の
保
証
も
あ
り
ま

せ
ん
。

３
　
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
問
題
点

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
失
業
も
あ
り
、
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー

は
急
増
し
て
い
ま
す
。
ギ
グ
ワ
ー
カ

ー
は
前
記
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
あ
る
と

お
り
、
報
酬
水
準
が
低
い
ケ
ー
ス
が

多
い
た
め
、
所
得
格
差
の
拡
大
に
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
料
理
宅
配
員
は
交
通
事
故

の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
I
T
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
に
は
長
時
間
作
業
に
よ

る
腰
痛
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
た
な
働
き
方
と
し
て
急
拡
大

す
る
な
か
、
保
護
す
る
た
め
の
法
整

備
が
急
が
れ
ま
す
。

「
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
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４
　
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
日
本
に
お
け

る
位
置
付
け

　
日
本
の
就
業
者
は
大
き
く
分
類
し

て
、
雇
用
契
約
の
有
無
で「
雇
用
者
」

と
「
非
雇
用
者
」
と
に
分
か
れ
ま
す
。

「
雇
用
者
」
に
は
、
終
身
・
フ
ル
タ

イ
ム
の
正
規
雇
用
と
、
契
約
期
間
が

決
ま
っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
や
派
遣
社
員

な
ど
の
非
正
規
雇
用
が
あ
り
ま
す
。

「
非
雇
用
者
」
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

専
門
職
や
個
人
事
業
主
な
ど
の
自
営

業
者
を
い
い
ま
す
。

　
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
な
ど
の
料
理
宅

配
員
で
あ
る
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
は
原
則
、

こ
の
自
営
業
者
に
位
置
付
け
ら
れ
る

「
非
雇
用
者
」な
の
で
す
。

　
労
働
基
準
法
な
ど
は
、
使
用
者
の

指
揮
命
令
下
で
働
き
賃
金
を
支
払
わ

れ
る
「
労
働
者
」
を
対
象
に
し
て
お

り
、
主
に
「
雇
用
者
」
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ギ
グ
ワ
ー
カ

ー
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
雇

用
保
険
や
労
災
保
険
な
ど
の
社
会
保

障
制
度
も
労
働
法
上
の
「
労
働
者
」

が
中
心
で
、
同
じ
職
種
で
あ
っ
て
も

「
雇
用
者
」
と
「
非
雇
用
者
」
で
は
大

き
な
格
差
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
日
本
で
は
今
年

三
月
、
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
取
引
を
独

占
禁
止
法
な
ど
で
保
護
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ
、
報
酬
の
支
払

い
遅
延
防
止
と
い
っ
た
策
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
災
保
険
の
特

別
加
入
を
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
に
も
認
め

る
方
針
で
年
内
に
省
令
を
改
正
す
る

予
定
で
す（
今
年
六
月
現
在
）。

　
た
だ
、保
険
料
は
自
己
負
担
で
す
。

雇
用
者
の
場
合
は
事
業
主
が
支
払
う

た
め
、
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
に
仕
事
の
仲

介
を
行
う
ア
プ
リ
側
で
あ
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
事
業
者
に
負
担
を

求
め
る
声
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

雇
用
保
険
や
最
低
賃
金
を
適
用
す
る

動
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
海
外
で
は
さ
ら
に
踏
み
込

ん
だ
保
護
に
動
く
国
が
出
始
め
て
い

ま
す
。
各
国
の
動
き
を
み
て
み
ま
し

ょ
う
。

⑴
　
ア
メ
リ
カ

　
今
年
三
月
、
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
団

結
権
の
保
護
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
団
結
権
保
護
法
」
が
下
院
で
可
決

さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
　
ス
ペ
イ
ン

　
今
年
五
月
、
料
理
宅
配
員
が
対
象

で
は
あ
り
ま
す
が
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
を「
雇

用
者
」
と
位
置
づ
け
、
会
社
勤
め
の

働
き
手
と
同
等
に
扱
う
政
令
を
定
め

ま
し
た
。
企
業
側
は
同
日
か
ら
三
カ

月
以
内
に
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
と
雇
用
契

約
を
結
ぶ
な
ど
の
対
応
が
必
要
と
な

り
、
社
会
保
障
制
度
な
ど
の
適
用
拡

大
に
つ
な
が
る
見
通
し
で
す
。

⑶
　
韓
国

　
昨
年
十
二
月
、
労
働
実
態
が
雇
用

者
と
変
わ
ら
な
い
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
な

ど
に
雇
用
保
険
の
適
用
を
拡
大
す
る

法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

⑷
　
イ
ギ
リ
ス

　
今
年
二
月
、
最
高
裁
が
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
の
運
転
手
を
雇
用
法
上
の
労
働

者
と
す
る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

⑸
　
ド
イ
ツ

　
昨
年
十
二
月
、
連
邦
労
働
裁
判
所

が
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
一
部
を
雇
用
者

と
判
断
し
ま
し
た
。

５
　
今
後
の
動
向

　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
共

有
経
済
）
の
成
長
で
今
後
も
世
界
的

に
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
が
増
加
す
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
雇
用
者
を
標

準
的
な
働
き
方
と
し
て
作
ら
れ
て
き

た
年
金
や
社
会
保
障
制
度
は
再
設
計

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
国
際
労
働
機
関
（
I
L
O
）
に
よ

れ
ば
、
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
時
間
当
た

り
の
報
酬
は
世
界
平
均
に
す
る
と

三
・
四
ド
ル
（
約
三
七
〇
円
）
に
と
ど

ま
り
ま
す
。
I
T
系
な
ど
で
は
、
雇

用
者
に
比
べ
て
六
〜
八
割
安
い
と
い

う
統
計
も
あ
り
ま
す
。
ギ
グ
ワ
ー
カ

ー
の
急
増
は
、
社
会
不
安
や
経
済
格

差
の
拡
大
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
一
方
で
、
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー

の
中
に
は
高
度
な
技
能
を
も
つ
技
術

者
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
も
い
ま
す
。
一

律
に
雇
用
者
と
同
様
に
扱
う
と
働
き

方
の
自
由
度
が
そ
が
れ
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
生
ま
れ
に
く
く

な
り
ま
す
。
多
様
な
働
き
方
に
合
わ

せ
た
、
き
め
細
や
か
な
ル
ー
ル
作
り

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
銀
行
や
大
手
メ
ー
カ
ー
な
ど
今
ま

で
副
業
に
消
極
的
だ
っ
た
企
業
で
も

解
禁
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
法
整
備

と
同
時
に
、
企
業
側
も
新
た
な
働
き

手
と
し
て
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
を
見
直
し
、

日
本
が
長
時
間
労
働
社
会
に
戻
る
こ

と
は
避
け
、
新
し
い
働
き
方
に
合
わ

せ
た
健
康
確
保
な
ど
を
工
夫
し
て
い

く
べ
き
で
す
。
そ
れ
に
は
休
息
時
間

の
確
保
が

と
な
り
ま
す
が
、
労
働

者
ご
と
に
調
整
し
た
支
援
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
法
整
備
が
前
提
と
な
り
ま

す
が
、
固
定
費
を
抑
え
ら
れ
る
ギ
グ

ワ
ー
カ
ー
を
中
小
企
業
も
活
用
す
る

方
向
を
模
索
し
て
い
く
必
要
は
あ
る

で
し
ょ
う
。
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消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方
式

と
し
て
複
数
税
率
に
対
応
し
た
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
）
が
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら

導
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
（
登
録
事
業
者
）
の

登
録
申
請
も
間
も
な
く
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
制
度
導
入
に
向
け
準
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
を

整
理
し
て
み
ま
す（
図
表
１
参
照
）。

１
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要

　
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
と

は
、
売
手
が
買
手
に
対
し
て
、
正
確

な
適
用
税
率
や
消
費
税
額
等
を
伝
え

る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
現
行

の
区
分
記
載
請
求
書
に
「
登
録
番

号
」、「
適
用
税
率
」
及
び
「
消
費
税

額
等
」
の
記
載
が
追
加
さ
れ
た
書
類

や
デ
ー
タ
が
該
当
し
ま
す
。

⑴

　売
手
側

　
売
手
で
あ
る
登
録
事
業
者
は
、
買

手
の
取
引
相
手（
課
税
事
業
者
）か
ら

求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス

を
交
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
交
付
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
写
し

を
保
存
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑵

　買
手
側

　
買
手
は
仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を

受
け
る
た
め
に
、
原
則
と
し
て
、
取

引
相
手
で
あ
る
登
録
事
業
者
か
ら
交

付
を
受
け
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
等

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
買
手

が
自
ら
作
成
し
た
仕
入
明
細
書
等
の

う
ち
、
イ
ン
ボ
イ
ス
と
同
様
の
事
項

が
記
載
さ
れ
取
引
相
手
の
確
認
を
受

け
た
も
の
を
保
存
す
る
こ
と
で
、
仕

入
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

⑶

　経
過
措
置

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後
の
六
年

間
（
令
和
五
年
十
月
か
ら
令
和
十
一

年
九
月
ま
で
）
は
、
免
税
事
業
者
等

か
ら
の
課
税
仕
入
れ
に
つ
い
て
、
仕

入
税
額
相
当
額
の
一
定
割
合
を
仕
入

税
額
と
み
な
し
て
控
除
す
る
経
過
措

置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
経
過
措
置
に
よ
る
仕

入
税
額
控
除
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、

免
税
事
業
者
等
か
ら
受
領
す
る
区
分

記
載
請
求
書
等
と
同
様
の
事
項
が
記

載
さ
れ
た
請
求
書
等
の
保
存
と
、
こ

の
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
旨
を

記
載
し
た
帳
簿
の
保
存
が
必
要
で

す
。

　
こ
の
経
過
措
置
を
適
用
で
き
る
期

間
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
八

年
九
月
三
十
日
ま
で
…
仕
入
税
額

相
当
額
の
八
〇
％

・
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
令
和

十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
…
仕
入

税
額
相
当
額
の
五
〇
％

２
　
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の

登
録
制
度
等

⑴

　原
則

　
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
課

税
事
業
者
に
限
ら
れ
ま
す
。
適
格
請

求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
を
受
け
よ

う
と
す
る
事
業
者
は
、
納
税
地
を
所

轄
す
る
税
務
署
長
に
登
録
申
請
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
申
請
書
は
制
度
開
始

の
二
年
前
と
な
る
令
和
三
年
十
月
一

日
か
ら
提
出
で
き
、
登
録
が
済
ん
だ

ら
書
面
に
よ
り
通
知
が
き
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
申
請
書
は
、
e

－

T

a
x
を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
も

で
き
、
こ
の
場
合
は
登
録
通
知
も
e

－

T
a
x
で
受
領
で
き
便
利
で
す
。

⑵

　免
税
事
業
者

　
免
税
事
業
者
が
登
録
を
受
け
る
た

め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
消
費
税
課

税
事
業
者
選
択
届
出
書
を
提
出
し
、

課
税
事
業
者
と
な
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
登
録
日
が
令
和
五
年
十
月
一

日
の
属
す
る
課
税
期
間
中
で
あ
る
場

合
は
、
登
録
日
か
ら
課
税
事
業
者
と

な
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

⑶

　登
録
の
任
意
性

　
登
録
を
受
け
る
か
ど
う
か
は
事
業

者
の
任
意
で
す
。
た
だ
し
、
登
録
を

受
け
な
け
れ
ば
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
取

引
先
が
仕
入
税
額
控
除
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

⑷

　登
録
番
号
の
構
成

①
　
法
人
番
号
を
有
す
る
課
税
事
業

者
…
T
＋
法
人
番
号（
一
三
桁
）

②
　
①
以
外
の
課
税
事
業
者
（
個
人

事
業
者
、
人
格
の
な
い
社
団
等
）

…
T
＋
指
定
さ
れ
た
数
字
一
三
桁

消費税
インボイス制度
令和３年10月１日から
登録申請書受付開始



5─9月号

３
　
イ
ン
ボ
イ
ス
の
様
式
等

⑴

　様
式（
図
表
2
参
照
）

　
イ
ン
ボ
イ
ス
の
様
式
は
、
法
令
等

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
イ
ン
ボ

イ
ス
と
し
て
必
要
な
次
の
事
項
が
記

載
さ
れ
た
書
類（
請
求
書
、
納
品
書
、

領
収
書
、
レ
シ
ー
ト
等
）
で
あ
れ
ば
、

そ
の
名
称
を
問
わ
ず
、
イ
ン
ボ
イ
ス

と
な
り
ま
す
。

①
　
登
録
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称

及
び
登
録
番
号

②
　
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を
行
っ
た

年
月
日

③
　
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
資

産
又
は
役
務
の
内
容
（
課
税
資
産

の
譲
渡
等
が
軽
減
対
象
資
産
の
譲

渡
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
資
産
の

内
容
及
び
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡

等
で
あ
る
旨
）

④
　
課
税
資
産
の
譲
渡
等
の
税
抜
価

額
又
は
税
込
価
額
を
税
率
ご
と
に

区
分
し
て
合
計
し
た
金
額
及
び
適

用
税
率

⑤
　
税
率
ご
と
に
区
分
し
た
消
費
税

額
等

⑥
　
書
類
の
交
付
を
受
け
る
事
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

⑵

　端
数
処
理

　
イ
ン
ボ
イ
ス
の
記
載
事
項
で
あ
る

消
費
税
額
等
に
つ
い
て
は
、
一
の
イ

ン
ボ
イ
ス
に
つ
き
、
税
率
ご
と
に
一

回
の
端
数
処
理
を
行
い
ま
す
。な
お
、

切
上
げ
、
切
捨
て
、
四
捨
五
入
等
の

端
数
処
理
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
任

意
の
方
法
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
　
そ
の
他

⑴

　イ
ン
ボ
イ
ス
等
の
誤
り

　
登
録
事
業
者
は
、
交
付
し
た
イ
ン

ボ
イ
ス
等
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、

修
正
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
等
を
交
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
修
正
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
等
の
交
付

方
法
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
次
の
①

又
は
②
の
い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

①
　
誤
り
が
あ
っ
た
事
項
を
訂
正
の

上
、
改
め
て
記
載
事
項
の
全
て
を

記
載
し
た
書
類
を
交
付
す
る
方
法

②
　
当
初
に
交
付
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス

等
と
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
た

う
え
で
、
修
正
し
た
事
項
を
明
示

し
た
書
類
等
を
交
付
す
る
方
法

⑵

　適
格
返
還
請
求
書

　
登
録
事
業
者
は
、
課
税
事
業
者
に

返
品
や
値
引
き
等
の
売
上
に
係
る
対

価
の
返
還
を
行
う
場
合
に
は
、
適
格

返
還
請
求
書
の
交
付
義
務
が
あ
り
ま

す
。

令和 5年 10月 1日から登録を受けるためには、原則として、
令和 5年 3月 31日までに登録申請書を提出する必要があります。

登録申請書は、
令和 3年 10月 1日
から提出が可能です。

登録申請書の受付開始 インボイス制度の導入

令和 3年 10月 1日 令和 5年 3月 31日 令和 5年 10月 1日

登録事業者になろうとする事業者の方は「適格請求書発行事業者の登録申請書（登録申請書）」の提出が必要です。
登録申請書提出後、税務署から登録番号などの通知が行われます。
※　登録番号については、法人番号を有する事業者の方は「T＋法人番号」、それ以外の事業者の方は「T＋13桁の数
字（新たな固有の番号）」が登録番号となります。

●制度導入までのスケジュール 図表１

〈インボイス〉　令和５年 10月～

【記載事項】
①請求書発行事業者の
　氏名又は名称
②取引年月日
③取引の内容（軽減税率の
対象品目である旨）

④税率ごとに区分して
　合計した対価の額
⑤書類の交付を受ける事
業者の氏名又は名称

【記載事項】
区分記載請求書に以下の
事項が追加されたもの

①登録番号《課税事業者
のみ登録可》
②適用税率
③税率ごとに区分した
　消費税額等

請求書
○○㈱御中
 ㈱△△
●年■月分
　
　■月▲日　割りばし 550 円
　■月▲日　牛　肉 ※ 5,400 円

：
　　　　　　合　計 43,600 円
 （10％対象　22,000 円）
 （８％対象　21,600 円）
※は軽減税率対象

請求書
○○㈱御中
 ㈱△△（Ｔ1234…）
●年■月分

　■月▲日　割りばし 550 円
　■月▲日　牛　肉 ※5,400 円

：
　　　　　　合　計 43,600 円
10％対象 22,000円 内税 2,000円
８％対象 21,600円 内税 1,600円
※は軽減税率対象

●現行の区分記載請求書とインボイスとの記載事項の比較 図表２

〈区分記載請求書（現行）〉　～令和５年９月

（国税庁資料）

（国税庁資料）
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労
働
基
準
法
に
お
い
て
は
、
原
則

と
し
て
、一
週
間
に
つ
き
四
〇
時
間
、

一
日
に
つ
き
八
時
間
（
い
ず
れ
も
休

憩
時
間
を
除
く
。）
を
超
え
て
労
働

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
法
定
労
働
時
間
）。
こ
の
原
則

的
な
労
働
時
間
の
例
外
と
し
て
、
変

形
労
働
時
間
制
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
、
変
形
労
働
時
間
制
の
う

ち
「
一
か
月
単
位
」
及
び
「
一
年
単

位
」
の
変
形
労
働
時
間
制
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

例
外
的
な
労
働
時
間
制
の

概
要

　
変
形
労
働
時
間
制
は
一
定
期
間
を

平
均
し
、
一
週
間
当
た
り
の
労
働
時

間
が
法
定
労
働
時
間
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
、
特
定
の
日
ま
た
は

週
に
法
定
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
対

象
と
す
る
期
間
の
長
さ
に
よ
り
「
一

週
間
単
位
」、「
一
か
月
単
位
」、「
一

年
単
位
」
の
変
形
労
働
時
間
制
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
も

変
形
労
働
時
間
制
の
一
つ
で
す
。

変
形
労
働
時
間
制
の

導
入
状
況

　
厚
生
労
働
省
の
「
令
和
二
年
就
労

条
件
総
合
調
査
の
概
況
」
か
ら
、
企

業
の
変
形
労
働
時
間
制
採
用
割
合
を

見
て
み
る
と
、
一
年
単
位
の
変
形
労

働
時
間
制
は
全
体
の
約
三
割
、
一
か

月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
は
約
二

割
の
企
業
が
採
用
し
て
お
り
、
す
べ

て
の
変
形
労
働
時
間
制
を
合
わ
せ
る

と
、
全
企
業
の
約
六
割
が
採
用
し
て

い
ま
す
。

　
企
業
規
模
別
に
採
用
状
況
を
み
る

と
、
企
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
一
か

月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
の
採
用

が
多
く
、
規
模
が
小
さ
く
な
る
に
つ

れ
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
の

採
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
か
月
単
位
の

変
形
労
働
時
間
制

㈠

　定
め
る
事
項

　
採
用
す
る
場
合
は
、
労
使
協
定
ま

た
は
就
業
規
則
等
に
よ
り
次
の
事
項

を
定
め
ま
す
。

①
　
対
象
労
働
者
の
範
囲

②
　
対
象
期
間
及
び
起
算
日

　
　
例
え
ば
、「
毎
月
一
日
を
起
算

日
と
し
、
一
か
月
を
平
均
し
て
一

週
間
当
た
り
四
〇
時
間
以
内
と
す

る
。」の
よ
う
に
定
め
ま
す
。

　
　
な
お
、
対
象
期
間
は
一
か
月
以

内
の
期
間
で
あ
れ
ば
よ
い
た
め
、

「
二
週
間
」
な
ど
一
か
月
よ
り
短

い
期
間
を
対
象
期
間
と
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

③
　
労
働
日
及
び
労
働
日
ご
と
の
労

働
時
間

　
　
シ
フ
ト
表
や
会
社
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
に
よ
り
、
②
の
対
象
期
間
す

べ
て
の
労
働
日
ご
と
の
労
働
時
間

を
具
体
的
に
定
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
②
の
対
象

期
間
を
平
均
し
て
、
一
週
間
当
た

り
の
労
働
時
間
が
四
〇
時
間
を
超

え
な
い
よ
う
設
定
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
　
た
だ
し
、
常
時
使
用
す
る
労
働

者
数
が
一
〇
人
未
満
の
商
業
、
映

画
・
演
劇
業
（
映
画
の
製
作
の
事

業
を
除
く
）、
保
健
衛
生
業
、
接

客
娯
楽
業
の
特
例
措
置
対
象
事
業

場
は
四
四
時
間
と
な
り
ま
す
。

④
　
労
使
協
定
の
有
効
期
間

　
　
労
使
協
定
に
よ
り
制
度
を
採
用

す
る
場
合
は
、
有
効
期
間
を
定
め

ま
す
。

㈡

　労
働
時
間
の
設
定
例

　
次
に
、
労
働
時
間
の
設
定
例
を
見

て
い
き
ま
す
。
本
文
と
併
せ
て
次
頁

の
表
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
例
A
は
、
一
週
目
に
月
曜
日
か

ら
土
曜
日
ま
で
の
各
日
に
八
時
間
ず

つ
勤
務
し
、
一
週
間
の
合
計
を
四
八

時
間
と
し
て
い
ま
す
。
二
週
目
は
、

金
曜
日
の
勤
務
を
ゼ
ロ
時
間
（
＝
休

み
）
と
し
、
一
週
間
の
合
計
を
三
二

時
間
と
し
て
い
ま
す
。
一
週
目
と
二

週
目
の
労
働
時
間
を
平
均
す
る
と
、

一
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間
は
四
〇

時
間
と
な
り
、
適
正
な
労
働
時
間
の

設
定
と
な
り
ま
す
。

　
例
B
は
、
一
週
目
の
金
曜
日
を

一
〇
時
間
、
二
週
目
の
月
曜
日
を
六

労働基準法
変形労働時間制
の導入　　　　

一二

三
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時
間
と
設
定
し
て
い
る
例
で
す
。
こ

ち
ら
も
一
週
目
と
二
週
目
の
労
働
時

間
を
平
均
す
る
と
、
一
週
間
当
た
り

の
労
働
時
間
は
四
〇
時
間
と
な
る
設

定
で
す
。

　
な
お
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
労

働
時
間
を
使
用
者
側
が
任
意
に
変
更

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
運
用

上
は
注
意
を
要
し
ま
す
。
例
え
ば「
今

日
は
来
客
が
少
な
い
か
ら
業
務
を
早

め
に
終
え
、
そ
の
時
間
を
翌
日
の
労

働
時
間
に
加
算
す
る
」
と
い
っ
た
運

用
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

㈢

　労
働
時
間
の
上
限

　
対
象
期
間
中
の
労
働
時
間
の
上
限

は
次
の
計
算
に
よ
り
求
め
ま
す
。

上
限
時
間
＝
一
週
間
の
労
働
時
間

（
四
〇
又
は
四
四
）
×
対
象
期
間

の
歴
日
数
／
七

　
例
え
ば
、
週
の
法
定
労
働
時
間
が

四
〇
時
間
の
事
業
所
で
、
対
象
期
間

の
歴
日
数
が
三
十
一
日
の
場
合
は
、

一
七
七
・
一
時
間
が
上
限
で
す
。

㈣

　割
増
賃
金
の
支
払
い

　
変
形
労
働
時
間
制
を
採
用
し
た
事

業
場
に
お
い
て
、
時
間
外
労
働
が
発

生
し
た
場
合
、
割
増
賃
金
の
計
算
方

法
に
注
意
を
要
し
ま
す
。

　
例
A
の
一
週
目
の
よ
う
に
あ
ら
か

じ
め
法
定
労
働
時
間
を
超
え
る
時
間

を
設
定
し
て
い
た
場
合
は
、
設
定
し

た
時
間（
四
八
時
間
）を
超
え
る
時
間

に
対
し
、
二
割
五
分
以
上
の
割
増
賃

金
の
支
払
義
務
が
生
じ
ま
す
（
四
〇

時
間
を
超
え
四
八
時
間
ま
で
は
二
割

五
分
以
上
の
割
増
を
し
な
い
通
常
の

賃
金
の
支
払
い
で
足
り
ま
す
）。

　
例
B
の
一
週
目
金
曜
日
も
同
様

に
、
一
〇
時
間
を
超
え
た
時
間
が
二

割
五
分
以
上
の
割
増
賃
金
の
支
払
対

象
で
あ
り
、
八
時
間
を
超
え
一
〇
時

間
ま
で
は
通
常
の
賃
金
の
支
払
い
で

足
り
ま
す
。

　
一
方
、
例
B
の
二
週
目
の
月
曜

日
の
よ
う
に
法
定
労
働
時
間
を
下
回

る
設
定
を
し
て
い
た
日
に
時
間
外
労

働
を
さ
せ
た
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

設
定
し
た
六
時
間
を
超
え
法
定
労
働

時
間
の
八
時
間
ま
で
は
、
通
常
の
賃

金
の
支
払
い
（
二
割
五
分
以
上
の
割

増
を
要
し
な
い
）
で
足
り
、
八
時
間

を
超
過
す
る
時
間
に
対
し
て
二
割
五

分
以
上
の
割
増
賃
金
が
生
じ
ま
す
。

　
な
お
、
深
夜
に
つ
い
て
は
、
変
形

労
働
時
間
制
を
採
用
し
て
い
な
い
と

き
と
同
様
に
二
割
五
分
以
上
の
割
増

賃
金
が
生
じ
ま
す
。

一
年
単
位
の

変
形
労
働
時
間
制

　
一
か
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

は
労
使
協
定
の
締
結
が
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
就
業
規
則
等
に
定
め
る
こ

と
で
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
は
労
使
協
定
を
必
ず
締
結
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
労
使
協
定
に
は
、
次
の
事
項
を
定

め
ま
す
。

①
　
対
象
労
働
者
の
範
囲

②
　
対
象
期
間
及
び
起
算
日

③
　
特
定
期
間
（
対
象
期
間
中
の
業

務
の
繁
忙
期
間
を
特
定
期
間
と
し

て
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

定
期
間
は
、
連
続
し
て
労
働
さ
せ

る
日
数
の
限
度
が
通
常
の
期
間
と

異
な
り
ま
す
）

④
　
労
働
日
及
び
労
働
日
ご
と
の
労

働
時
間

　
　
対
象
期
間
は
一
年
の
範
囲
内
で

自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
三
か
月
を
超
え
る
対
象
期

間
を
設
定
し
た
場
合
、
対
象
期
間

の
長
さ
に
応
じ
た
労
働
日
数
の
上

限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
対
象
期
間

が
一
年
の
場
合
は
二
八
〇
日
が
労

働
日
数
の
上
限
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
一
日
の
労
働
時
間
の
上
限

は
一
〇
時
間
、
一
週
間
の
労
働
時

間
の
限
度
は
五
二
時
間
の
範
囲
で

設
定
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
　
労
使
協
定
の
有
効
期
間

　
労
働
時
間
の
設
定
や
、
割
増
賃
金

の
計
算
方
法
の
考
え
方
は
、
一
か
月

単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
と
共
通
す

る
点
も
あ
り
ま
す
が
、
労
働
日
数
や

労
働
時
間
の
設
定
方
法
・
上
限
な
ど

取
り
扱
い
が
異
な
る
点
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
制
度
の
主
な
事
項
の
み
記

載
を
し
て
い
る
た
め
、
導
入
の
際
は

厚
生
労
働
省
等
の
サ
イ
ト
に
公
開
さ

れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
す
る
こ

と
や
、
労
働
基
準
監
督
署
に
問
い
合

わ
せ
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

例A
月 火 水 木 金 土 日 計

1週 8 8 8 8 8 8 休 48
2 週 8 8 8 8 0 休 休 32

例B
月 火 水 木 金 土 日 計

1週 8 8 8 8 10 休 休 42
2 週 6 8 8 8 8 休 休 38

四
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　ユーザーがWebページに訪れた際のアク
セス動向や各種フォームへの入力記録がま
とめられた「クッキー」はネット広告の市場
拡大を牽引してきました。特に自社以外の
第三者のサイトを経由した「サードパーテ
ィデータ」は企業が消費者の好みを知るこ
とができる便利なツールとして普及してい
ます。しかし、自らの情報が意図しない形
で収集され、おすすめ商品が勝手に表示さ
れる気味悪さなどから、個人が反発し始め
てきています。欧州連合（EU）はすでにク
ッキー利用を法的に制限し、グーグルは
2022年にサードパーティへの対応を打ち
切ることになっています。
　その一方で、多くの企業は消費者と接点
を維持する方法を模索しています。そこで、
注目されているのが「ゼロパーティデータ」
です。これは、消費者が企業に対して、特
定の対価と引き換えに意識的に提供するデ

ータのことをいいます。既存顧客の購買履
歴など「ファーストパーティ（自社保有）デ
ータ」とは区別され、消費者自ら提供した
リアルタイムかつ正確な情報として信頼性
の高いゼロパーティデータは「同意を得たフ
ァーストパーティデータ」ということになり
ます。
　古くから企業は顧客の声を集めるため、
アンケートなど能動的な手法でいわゆる「お
客様の声」を拾おうとしてきました。これ
には日数やコストがかかるのも現実です。
しかし、第三者に頼れなくなった今、再び
企業は消費者の声を地道に拾う努力が求め
られています。同意を得たゼロパーティデ
ータを集める手法を開発する動きもありま
すが、規模面でのデメリットを踏まえて今
一度原点に立ち返り、商売の原点であるお
客様の声に耳を傾けることです。
　プライバシーや個人情報を守る体制を整
えているという事実こそ企業への信頼度が
増し、ビジネスの持続可能性を高める効果
も期待できます。

ゼロパーティデータ

　献立を考えなくて済むオイシックスの「ミ
ールキット」、浴槽全体に洗剤のミストを
かけて60秒後に洗い流すだけの「ルックプ
ラスバスタブクレンジング」、スプレーし
て流すだけの食器用洗剤「キュキュット
Clear泡スプレー」、洗顔しなくて済む顔
マスク「サボリーノ」。これらは、すべて売
れ行きが好調のヒット商品です。4月には
缶ビールをジョッキに移し替えずに生ジョ
ッキを味わえるアサヒビールの「生ジョッキ
缶」はあっという間に売り切れ、一時期販
売休止になりました。
　NHKの世論調査で家事の時間に変化が
あったかどうか聞いたところ、「変わらない」
が63％、「増えた」が24％でした。在宅の
仕事が増え、家事の負担はできるだけサボ
りたいのが本音です。
　働き方が多様化し、手抜きし、合理化し、
いかにサボるかが市場化するこのご時世。
新たなビジネスチャンスを生む！サボらず
考えてみたいところです。

サボリ願望
　す
っ
か
り
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
定

着
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
独
特
の

マ
ナ
ー
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

な
か
で
も
無
頓
着
に
な
り
が
ち
な
の

が
目
線
と
服
装
で
す
。
画
面
の
写
り

方
で
ず
い
ぶ
ん
印
象
が
変
わ
り
ま

す
。
普
段
、
人
と
話
す
と
き
は
相
手

の
目
を
見
る
の
が
マ
ナ
ー
で
す
が
、

画
面
上
で
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の

で
反
応
が
な
い
よ
う
に
思
え
て
し
ま

い
ま
す
。
う
な
づ
い
た
り
、
手
で
合

図
を
し
た
り
記
号
を
送
っ
た
り
反
応

が
あ
る
ほ
う
が
相
手
も
落
ち
着
く
で

し
ょ
う
。
服
装
に
も
注
意
で
す
。
ス

ト
ラ
イ
プ
や
チ
ェ
ッ
ク
は
模
様
が
ち

ら
ち
ら
す
る
の
で
避
け
た
ほ
う
が
良

い
で
し
ょ
う
。
肌
を
き
れ
い
に
見
せ

る
ラ
イ
ト
も
無
表
情
に
み
え
が
ち
で

す
。
相
手
に
好
印
象
を
与
え
て
ス
ム

ー
ズ
な
や
り
と
り
が
で
き
る
よ
う
会

議
前
に
必
ず
相
手
か
ら
の
見
え
方
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
中
の
マ
ナ
ー

発行


